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 昭6制42年産わかめ養殖規軍一

養殖部

/.種一酋事養

 第ユ表に示すように・6漁協管内ユ壬経営体が約}3万刎宇竿養した。ζ一つ

 うち個人培養は東町の5.・垂本市の3経営体で・他の6経営体は溝興又は研策
 グループに.よって培養された、、

 母藩藁は東1田丁=薯輸㍍整矛重とF可欠茸良妻自種の2品種一てミある。

 游走子付けは5月15目・～25目の間に実施された。游走子付けば一般に次

 のような要韻で行汰われている。・

 母藻は天然産の成実葉を用い,採集後ユ晩蔭干ししてから,容量150eの

 塩ビ水槽淀暑O～30分間海水と共に入即て濃厚游走子液を作る。

 一方,約ユ～1.5ト;!篠の水槽には海水を注加し.採苗水槽として準備して

 おく。濃厚漉走子液は成実葉を取り出し,璋目の布で液を済過しっぷ採酋水槽

 へ注効する。とれに種縄を巻いた枠を塞下し.約壬O～60分間浸凌して採酋

 を終了する。採苗した種縄枠は別の1～L5.ト!客の椿浄な海水へ移して培養

 を開始する。

 母藻の量は種縄100解当り色～6株である、種縄はクレモナ1号正)30～.

 36本のゲバ焼きしたもので'塩ビ製の枠肥10Ωん200m粧巻きつけてい

 る。

 培養は換水,採光調節,施用巴奉行なっている。・

 沖出しは1.五月下旬～〕2月上旬肥仮沖.出し後,種苗配布し展開・養殖し一た。

 2,養殖と生産.

 第1表に示すように試験養殖を含めて3壬漁一路管内で些2吐経営体が約・

 ・12壬,OOO例の種縄を養殖した.、生産量は生重量κして約295トIン,金額

 にして・約ユ,42-O月内と推定される。一一.

 これを壬.1・年度と対比すると。経営体一数で約3.5借,養殖種縄=轟=で3.6倍.

 生産量で1,8.借,金額で約2.2倍となつ.た、

 種縄ユm当り,平均生産量は2.3佃。1I・4円で.41年度の4.8佃、184



 円にくらべ作柄が低下し七いる。生わかめユ佃当りの単価は約48円となり。

 壬.ユ年度の昌8円より高くなった。一

 従来は,生わかめとして出荷販売していたが。本年慶1は奉干わかめが全体の

 約30%を占めた。これは生産量の増加による流通颪への考慮がこのような華
 態を・もたらしたもの・と考える。

 たお,本年度のこの生産統計は漁協からの報告と,試験漁場分は普及員の報

 告資料によったが.第1表下段に示した普及負調査資料と、農林統計資料との

 三者で数字的にかなりの開きがあった;

3,問題点

 (1〕母藻の確保

 本県のわかめ養殖は当初東町と鹿児島市地先で行なわれていたが,こふお,

 ・3年のう;ちK長島地区と.鹿児蔦湾内で急.速に普及してきた、更浜本年度は極

 薩沿葦と離島えの試験養殖が行なわれ、43年度は更に拡大の傾向を示して

 いる。

 こ一れらの種苗は主として東町と・鹿児島地区での培養に依存しているが、次

 第に自家培養の気運牝なりつふある。

 しか.し,これら・種苗培養の母藻吐東町と阿久根産の天然わかめの成実棄に

 依存し.・て.お.り....これら一産地・では資源保護の面からも成実棄の移出に反対の声

 'がでふきた。

 従って,今後更に養殖の増加.が一見込童れるが、母藻の確保が重要となって

 きた。

 本試では48年度から養殖わかめの成実葉を用いて種苗培養の比較試験を

 開始したが,今後は完全な再生産方式にもっていくようにすぺきであろう。I.

 又・成案雫9睾伊使用.・も、可捷性があ.るかで再検討すIる。
(2)流通対策

 養殖わかめの販路は,当初は生わかめとしての早期出荷が主体であった。

 事案・李県雫も食・品・としての生わ.かめの需要ボ増加してぺる。しかしI.41
 年度頃から、生産増加に伴って1～一2月の・出荷時期に供給過剰による価格の
 低下がみら牟,ド部地区では生産者間。で出荷調整を行なつ1てきている。

^2一



 壬2年度の生わかめふ時期別単価は初当りユ月下句で高値250円.2月

 上句で100～200円,2月下街で一50～100円.3月年なると30円

 の安値もみられた。

 このよう肥生わかめは現在の需要状況から推して、販路を生わかめだけで

 求めることは困難がある・今後益々生産増加が見込まれていることから・干
 の流通対策は本県のわかめ養殖発展のキーポイントであると考える。現状か

 ら思いろくまふに2,3点をあげてみると.

 ①生わかめの販路拡犬
 養殖わかめの特徴は天然わかめより早期に生犀出荷できることである一

 この有利性を最大限に活用することが肝要であろう、この数年来生わかめ

 の出荷によって消費者も次第に認識してきて苧り,店頭に生わかめをみる
 ようになってきた。

 現在までのと～=ろ生わかめの一生産は早くて1月中旬頃からで,2月が最

 盛期のようである。こ二で問題なのは価格の維持安定を計るこ.とである。

 現在までのところ・魚市場・青果市場え年産者個々が出荷しており・盛期
 には乱売による値くずれがおきている。この解決には系統出荷の体制を確

 立すべきと考える、生鮮食品であることふら鮮度と時間的な問題司)あるが.

 農協における野菜、果実の一元的出荷にだ一らって,系統共販の古法を検討

 Iすべきときがきていると思プ

 ー方,消費者えの生わかめのpRも強力に推進しセいくヒとも必要セあ

 ろう。

 ㊥加工わかめによる販売体制つ確立

 生わかめは早期一出荷として有利た販売方法であるが,現在の需要状況と.

 今後の生産増大からみてその供給には限界が予想される。従来わかめの消

 費傾向として大部分が素干わかめが利用されており、今後もこρような形

 で需要が大きいものと思われる。このことから,養殖わかめの後期生産は

 加工わかめによって生産性の向上を計るヒとが望ましい、

 ・加工わかめは板わかめ,もみわかめ。塩蔵わかめ等もあるが.消費傾向

 からみてもも又。加工法の容易な点からみても素干わかめが安全である。

 素干わかめについても系統共販体割の確立が肝要で.ずで牝実施されて
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 いるのりの臓壷共販一に準Lた体劔にもって行くべきである・う。

 (3〕種畜供給体制

 本県のおかめ養殖業は昭和36年産に誓及事業の一環として東町地・先で開始

 した養殖試験から次第に普及さ一れ,ポ1一年度.で3一唖方・m.岳2・年薩で12.壬・万

 m,と飛躍的に養殖量が増加し;'43年度の培養種縄量は約29方mとなって

 いる。

 一方、省3年度の県下の養殖一計画数量は約25万榊(普漠員.会議資一料・)・でそ

 の養約壬方術が種苗生・産過剰となっている。東町ではすで狂種蕾販売を目・的と

 した個,へ培養が増.如しつふあり,このまふで放置すると種苗の籍給関係がくず

 一れるおそれが一ある。また,県下青地で養.殖.が普及すると一自家椿養も増加する鱗

 向にある。

 これらのととから,種苗供給体葡影ついて充分検討すべき・時期に至っ狂と思

 われる、,

 右向としては.,地域のブロック別に共同替養.場を.設置することが県全体から

 みると合理的残方法で1疋なポかと・考え・る。

 自家培養は技術藷及の段階として,わかめの認識を.深める意味でも望ましい

 ご芦ではあるが・省力化の叫ばれる現在集約門㌣養が生潅費の軽減に・も役立つ

 も'一jと思一わ知る二

 .既設の個人培養の保護は必要であり・これらを含めた地.域・別(例えば..・北薩

 地区,'酉薩地.区.摩児島湾地区)の供給体刺を.確立することも一方法と考える。
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 第1表　漁協別わかめ養殖・生産状況（漁況からの報告と普及員の報告※印による)
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 昭和43年寧わかめ種苗培養概況

養殖1部

 鹿平島県下のわ戸rめ養殖は二ごぶ.い2年に坪下各地に魯遼に茸及し・種縄量
 でみると昭和4工毎度亨・4方m,42年度工3万mとなり・本年度は第1表に示

 すようにユ0漁協管内で23経営体苧294石OOmを培養.して一、'る1・
 このう.ち個人培養は東町のゾ谷山の4・加治木の1・垂水市の苧・合計15経
 営体で他の8経営体は漁協又はグループ培養である。

 本年度新規に培養章開始した・のは.I西目,かいえい。加治木。鹿一屋,志布志の

 5漁協管内と.東町の個人培養の2経営体が増加した。

 採苗は蝕藻別にみると・蒙町産種が186000m.(63一%.)・阿へ根産種が

 10万例(34%)と一天然産成実葉が97%を占めてい亭。本年度からはじめて

 谷山,鹿児島の二培養場で養殖わかめを母藻として試験的培養をは1二めた。

 游走子付けば母藻採取の関係から争地ともほ∫同1二時期に行なわ午・東町産母
 藻では5月20目～24日,阿久根漣最藻で5月17.目～ユ9目に実施された。

 培養水槽は種苗生産技術の普及浸透一した北薩地区と.谷山地区でコンクリート

 σリ～L5トン客の水槽で,その他の地区は培養場の都合,試験的培養等のため,

 塩ビ製。.2～1.oトーン客の水軍を使用している;

 水槽容積1トン当りの種縄培養量は2,000～7,OOOmと差がみられ、平均

 すると約4,OOOm程度のようである。

 '本年慶の種苗生産について注目したいことは.養殖わかめを母藻主した種縄の

 生産性が二天.然産のそれとどうなるかを充分校詩すべきであるラ。、



 第ユ表  昭和43年度わかめ種苗培養舛況

            L竺竺竺量(1・。凶培養水槽一本槍1トン.当りの種縄培養数一(1000m)備考            瀦走子付け耳/台            漁協別経営.体数策酎産阿久根産一地元・養殖産計材1質一致
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            一㌔一・。一言下.』23王8σ7ユ.o♂78.229生6≡
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定置観測(6月分)

養殖部

 ○句平均氷温。比量(満潮時㌔表面)
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 '6月の漁海況

漁業部

海況

 薩南沿岸の秤水温は・月に比べ吃屋久島醐で若千(…干)低くなった
 竿か;一冬海苧とも・・5㌧舳.P程干上昇レておザ大雑峡で2'℃台・甑海
 峡ではり～…台となってい.る・し㍗.これを甲午に此↑ると大隅海部
 .吐・一・㌧雫海峡では1・一・ゼ妓崎一開聞酵で岬とぞ㍗それ低目に午
 づている。又、申;下層で・も同様な傾向が認められており依然として低水温が

 続いている。

 たお,葺・垣島北東iO浬附近セは20℃台の冷水域が認められている二

 黒潮本流は,中旬の観測で屋久島南15浬鮒近に達しており,本流域では工.7

 ～'1.8漫一票流,.屋久島,種子島中間域ではユ.5浬の.南流がある、下旬では種子

 島策壬O～50浬に.2.浬薗後の北流が,都丼岬南築30浬・附近から沿葦寄りで

 は北一乗か≡ろ北に膚う;;…れがある。

況

 旋網漁;二一は卒然として低調であ机
 ・薩南漁場を昨年同期に比べると.千パは極端に減少してお一り,今のところ回復

 の兆は全くないが・八甲網による廿バ任の漱猿は例午よ1・多く一カツオ弾の雫
 持ち状況をみると・.多くはサバ骨であるところから,秋漁期}τは若千.期待がも

てるのではたかろうか?

 。・フジ,ムロァ{ラ張.ともに約5倍に増一加している、新島から長'農方面の.1ヒ藤漁

 ・=易につ.ジ,・1ナハ類σ)増減は大きく従いが,カタクチの減少が目立って}.・る。、

 中1小型船に!・よるカツオー本釣は繭月に比べ入港船.潰獲量,1隻王航海当り

 漁苧量など大山輔少した・(枕崎・山川羊蕃の水搬月月…裳で約・・川
 屯一隻芦り工4い字・6"・O隻で約亀H舳一隻当り1Il-I4屯)
 又コ昨年のG月に比べてみても減少してい㍍＼'

、

 キビナゴ漁は各地とも好漁である。(降雨量ユ)多い年はキビナゴの好琴隼とに＼

 、、書つれて、、るか)＼

u!



o;

 業種別・漁港別水揚状況(43年6月.・).  ('・一単位屯)

              壬'2年'6月              準種漁、一港.入港隻数漁獲量・(屯)マアジ十バムjロアジウルメカタクチマイワシナリ他二・1一               髪屯

              大.2一?1工4.916.富2王.o1宮.6116岬17.ユ壬民・ユ40237.7
              阿久根.申一工23345.壬.166.ユ28.4.O18.6132.385283.O
              小珍88壬48.615a曼.25.8■・23工.6.3艮ρ琴g1433.8

              近・海旋縄枕崎74906.79ba?18ユ.85701ユ2.95.568.匂i0名149ユ.6
              串木野30145.68α?・一30.928195.2564132

              .内之浦小一75.2O.1Oユ.43.50,1・「芦
              計5441,966.3'500.6287.8612.64.3255.35.71=7.1283.ρ一

              .山.川68.O2.一9O.1辿1.o

              1へ甲網一枕崎43208.659.?'132・2.O.303ユ6.19ユエ.9
              阿久根ユ93ユ30.24ユ.124.8o.ユ56.37.9.57・95.8

              棒受縄
              一向之溝2O.10O.ユ`一

              一釣サバI隔久根士621.9工.619・9o.2O.2・ユ68.O
              大一
              山川'一・
              小ユエ1一ユ。214..51b7ユ27041              カツオニ本釣本・。3ゑ左一
              枕崎一
              小.109ユ。2946ユ36ユ,668.4

             刺網一阿久根544ユ44.5キビナゴ3735z3
              山.川5ユユ1.3・・               一



漁場.観測速報(6月分)

一.養.殖1部

 ・叩あ・一月水温ぽ・最高水温のア均・1ミ・2一一・9℃・最低水温の平均がlI'88
 ℃。月間の最高水温は下島の。'・.。℃.最低水温は上旬の・・.・℃。一前月土り

 も・・以上の上昇を示し下い㍗年同苧の率の水温に隼較すると・㍗年より
 もO.3～工.3℃低目を示している・

 O一水成川の水紅、最高水温'の平均が・一・・・…最低水和平声が・1・・…
 ℃。月間の最高水温は下旬の22.1℃.最低水温は中旬の19・2℃であった。

 前月よりも0.2～ユ.3℃高くならて;いる。昨年同期に比して約3℃倶く・特異
 的放水温を示して、・る。

 ○福山の水温は・最甲水温の†均が・.・…5℃・一最低水温の平均が川16℃口
 上閻の最高水温は下旬の・・.・℃.最低氷温は上旬の・…㌫蔚月よ.り.も・

 =一…高/な?てお1・平地区.に比して十㍗度が犬.である・昨年.同粋比較
 するとユ.8～2.6℃低くなっている。・

 ○全納には最高・最低焔ともに争地区別に水温のひらきがあ.り・一批それ
 の地区の特性差示している。.また.全般的に昨年'よりも低目を示し,特に水成一
 川では昨年よりも3rC低くなっている。

 長崎海洋気象台6月下句発表の酋日本海況旬報に.よると。・半年に比べて幾分

 低日.の'ところが多く・黒潮域および九州沿岸海域では1℃ぐらい低目=となって
 いる。今後.海面水痘は梅雨前線による降雨の影響でしばら乏はやふ低目の状態

 が続・く見込みである。なお,九州沿峯海域では二重潮の発生するおそれがある

 から注意するように報じている∵.

       観旬男、I測値浦I内水。成川福山一       最一局最・低最局軍低最局最低

       上22.80.20.6220.8619.8823.2720.O.B
       申23.0522.0520.62工9.6523.87.20.?O
       下23.90一23.102L0520.072全4ユ.21.o6
       月'ヰ均224921二2.32・O.8519.9623.8520.16
       節.月差十2・ρ2千2・73十0.20斗1.34斗3.29.十1.88
       前年差一1128・一0二27一'2.葛7一3.05一1.80一2.57

一一117



奄美短信

 地球上叶体どのぐらM坤が生的でいるかという1とヰ・その種類だけでも
 さっと100万種と言われて去りますけれど日々その面・での研究が進むにつれて

 昆虫などは.アフリカの・ジャング'レ.やあち.こぢから,毎年数千にのぼる新種が発

 見されて、・ると聞きますので,現在その種類数,個体数のいずれも圧倒的に多数

 を占める貞O万種の昆虫もその実まだ何I0万いるかちよつ.。と・想像しきれない一感・

 じ.もして来ま寺。.
 学生時代.雛華いまわしで野岬†ヤンプまでし,家一中燦と蛾の標一本を亨ンア
 ヅブし甲で気狂い扱いされたもgですがI・昆虫の生即?''ての徹底的な研究
 は。・伝染病郊雫・林業・・そして切りて一.も切.れない食料源の農業にとってどれほど
 大切なものかは多言を要さ組ところです。一夫多妻の習性を持つ害虫の雄めみを.

 大量に飼育し・こ苧肥放射能‡照竿してから山野に放予・その子孫に次々と生殖
 能力を李わせて駆除する方法とか,典・をもって虫を制する天敵対策なども。もつ'
 ともっと研究成果の期待されている分野であ1りましょう。私一の単生時代だとは単

 なる標本のコ1/クッコンに終ってしまったのですが,それでも「名を知るはその

 ものを知るはじめなり」など工言って後に引かなかったものでした。

 奄美大島あ果樹栽培の大障害であるミカ=/コミ.バエ、野菜を食い尽すナメクジと

 アフリカマイマイの群,また群.つい一週間程前のととですが,古仁屋の対岸で

 ・あるカロ計呂麻島にいる私の友人は,自転車に乗って小路を走っていてニブに由っ一

 睡わしたのですが,あいにくと彼は左手に大ヤカンを下げていたので急プ'_キ

 非効かず,.そのハブの手前で自らヒックリ返ってヤカンのお茶差ぜんぷぷちまけ

 てしまったものでした。もっともこのハブはそれより先にぞ三を麺った子供が

 既に棒でた十'きのめしていたので。シリモチをつき乍らの大笑いで済んだ6です
 が.それにつけてもζれらの研究,対策の必要佳か痛感されたひ主ご一舌でもあり

 ます。

 苧て・.こと・ぼく・さ様に大切たらば・自らとれに・打ち込むかと・、・う主そうゼも.た
 く・自年外外ること・はゼイタク品の研窄であ。り・ます。・
 真瑳率界の動揺苧しきりと言われております。しかし数千年の歴史を持つ真珠

 ・“12一



 の美しさが,その本質ぶ変る筈はなく,美茸求める人の心ほ永遠に続くのであっ
 て、,自分はその美を生み出す道で努力をしてみたい。

 と～二ろが.、そうは申し乍ら,夏ともなると朝出勤時から30℃を越す暑さのせ

 いも加わってマナロはキウロウとし.心に決めたことも暮回快心して・・8回忘れ。

 9回目の決心でやっξ進みはじめるほ芦スロLテンポな自分に腹が立つのですが・
 去る牛,察大の医輔で測定←てもら?た芝ころによるピ脳味暗の重量だけは
 アイ;/シュタインや湯川博士。その他世界g最優秀頭脳でその重量も抜群と言わ一

 打叩10岬秀子歴タの中程にラ/ク呼るもりで・犬厨纏に燃えたこと.も
 ありました。もっとも.そのカルテの備考欄には優秀波頭脳は一般にや∫大きい.

 が.李琴い頭拙苧らずし寺優秀ならず、≒ふ斉、て1亭りま.してこれまた落胆=㌧一一一I
 いず㍗し辛しても・普通・?・億個以上声軸れる八問の脳細胞は多くの経験・
 学習作午管は・甲師岬たる電子岬穣亭及粋岬持州'る?ですか
 ら・やは1努仰1必要と・な1重㍗.・!一
 その100憶煩.の麟細胞のうちの幾つ芦リ覚えて、、るものに・かつ.て真珠貝を一

 求めて÷Iクァ;ニク4携ふぐ一りめぐふ南師㍗.ゴ礁.講ぎがあ・1。ます。掩
 美千島叶の夢?様手離の。島・の.野牢姑・偽とξ堪る坤が亀・一あ1・・ま丸
 ブーゲ=てビ1ア†一イ.ヒテ、カス・ス.!レヅ子ア等岬熱的な赤い花・クー口1州
 棄の実に面白い色と称海牛潜る午.!テ㍗チ・ヨウウ.オ科だけで。も・急・・徴種を数
 える色彩㍗.の岬・十ありダ戸あり呼帥つし・り準んだテrブふサ・
 :!ゴ等パ山。.、

 こ?春平大干衛夫㍗鱗内申し十げたグ。ラ・スボー!は・簿榊来虹人々をで=つ
 とり早一く案叩秤郎は結構㍗?一手・・部会か弓粋人榊・「奄靭海が・・
 海の・申かご午出色彩辛がで・琴作K富午だψは知らなか州とその美
 しさに心をう走れています、そ㍗に榊芋・.そこ嘩開一され弓海の生き物たち・・
 の様.々帷活ふ1はまた干と一さ.宇に興味予多11千の神秘的畔界はグラメ㌃
 トではの㌣すべ、淡いものです・こ.?神雛と美しさをた・えた海で・世界で・
 最も美しい麦謙を.マベ真珠を育て∫みたい。その第_歩の人工採苗にとり組ん

 だことは平の大なる喜びで叩・昨反甲辛だ亨苧努力も至ら鮎ゆであること一一
 も痛感しセお一りまずので先繍㍗紐㌣・燃達を今後≒1卿申し上げる
 次第であります。.'・,・・.,...一(単.・M)・

一1専二



業務概況

 §.本・場

璽
○か'もめ

 オ7月3目～6日定線魚群調査

 表面水準は鹿児島湾中央部で2壬「G台・湾口附近で23℃・台で6月より2
 ℃高目・と.汰っている。

 大隅海峡では23℃台で昨年並であるが,平年に比べると2℃前後低い。

 魚群は湾中央部に小群茄.又開聞～枕崎近海でも小群が認められたが、これ

 は釣によれば19～23c腕の小サパであった。

 斗7月工5目～貝,エビ分布調査(枕崎沖合)

 ○.7月13目～18目タイゴチ網調査(・福岡市)・・

 酒ノ漉地区(二そう曳)一、姪ノ浜地区(一そう曳)に乗船し,換薬方法,.
 漁具その他について調査した。結果は鹿県業者の参考に供与る。

軍
 ○ノリ糸状体培養(月闘).

 ○ワカメの養殖芽株による採曹、培養試験(月間)

 07月1-8～19目九州㌧山口ワカメ分科会(於宮崎)

 ○?月1ユ日'西桜島

 .パールコニト・パロソムの殻面塗付によるアコヤのフジツボ防除対策。
 07月1～3日,9二〕lO目,.16～17目

 クルマエビ放流実践漁場の遺跡調査

 ○トコプシ・アワビ餌料二種別飼育試験

 前月に引き続きハバノリ・アオサ・ホン'タワラ';コソプのそ年それ餌料種別
 に大崎鼻で垂下飼育申。

 トコブγは外観的拠隼殖巣の着色発達してきたも・のか認められるように杜った

 q.真野養殖輯場調査.

工4



 ?日毎に鹿児島湾内大路鼻地先'の漁場観測をなす。6月下旬以降プランクト

 ンが異状増殖。

 ○フジツボ.ポリドラ幼生計数

 大崎鼻地先牝おいて7日毎に採集したブラ.ンクトソ資料からフジツボ・ポリ
 ドラ幼生を計数。フジツボが大量的一に発生している。

 ○了コヤガイ採集調査

 部湾・片溝湾・甲慶湾について前月に.卿委託㌣中1.
 ?月エ8日.片蒲湾内20定点七幼生分布調査をなす。

更
 ○第5回指定工場主協議会開催・

 43年6月26呉県水産{:!タ_肥おいて,これから一の水産加工を中心とす

 る研究検討会を開催し.本会が本県水産加工振興の推進母体酌准書㎡を果す止め

 積極的抵組織強化策が討議された。

参集者指定工塩圭1王名講師一6名一県関係?名

 その他商社3名計I30名

 ○.煉製品原料としてのオナガザメの凍結貯蔵試験(蛙続・)

 O・その他

 ホ北薩地区指定工場巡回指導(串木野,川内.阿久根)

 *か?お節はい乾工程実態調査〔枕崎)

 *当月の技術相談粂訪着20件一2I6名

 腫二η

 ○クルマエビ解=料試験

 6月中各種バインダーの性状菌査実施中のところ7・月工目から対照区垂含め

 .て・エ5区分の試作餌1科により試験を.開始。

 ○定期漁場調査㌦7I月2～4も,I16目

 垂水市海潟、牛根ハマチ蓄養場の水質、底質及ぴ細菌調査。

 .C一養成∴ヤ桐生哀調㍗月一プい'・ぺ
 垂水市海潟地区の養成一アテに寄生虫が見られるのでその一岬調査を粂～

 一ユ5橋



 防除対策指導を実篤。

 ○汚水対策

 県漁鼓課主催・昭和43年度てんヂん汚水対策協議会・で本年度当場試撃調査
 実施計画決定。

 §.大島分場

竈
 06月11目潟の巣東大水産学部助教授

 査の手とで来場。

 ,税所鹿大水産学部助教授,竜一ガニ調

重
 ○芝,管鈍、花天,大浜漁場調査(底待網適地調査・)

 ○海洋観測

05月末操礁丸上条

亟

 ○chaetocerossimp丘erを対象に培養テストー(5～6月)

 ○マベ稚貝,成貝養殖管理(月間)モスク観察

 ○実験室,採苗タ・ソク室内改造

 06月ユ日昭和42年度マベ室内採苗稚貝90.Oケ売渡し

軍
 05月末ウニ加工指導(諸島)

 06月初旬ウニ加工.試験(講島)

 ・・工6一


